
○　本校の概要 令和7年2月18日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満であった。

令和６年度　大田区立北糀谷小学校　自己評価　報告書

○開校１４８周年を迎えた歴史のある学校である。学校規模は児童数２９１人（9月1日現在）、通常級は12学級で難聴・言語障害学級を併設している。ここ数年、学区域外からの入学者が増加して2学級を保っている。
○平成３０・３１年度に東京都プログラミング教育推進校、令和元・２年度は大田区家庭学習研究推進校、令和２・３年度は大田区キャリア教育研究推進校として研究発表をしてきた。令和５．６年度、再び大田区教育研究推進校としてキャリア教育の研究を進めている。また、文科省国立教育研究所
実践検証協力校としての役割を担っている。「主体的に取り組む児童の育成」を目指したキャリア教育の実践は、昨年度、文部科学大臣表彰を受賞した。また、キャリア教育や学校行事の実践は、東京都の代表として全国大会でも発表している。
○学校の課題は「主体的に学びに取り組む力の育成」、「発達障がいや不登校など配慮を要する児童への対応」である。研究テーマを「主体的に取り組む児童の育成～キャリア教育の実践と評価～」として、「これまでと今を、これからにつなげる」魅力ある教育活動を創出していく。今年度も、高学年
は教科担任制を実施し質の高い授業を目指す。通知表の評価を年間2回とし、次につながる評価のあり方についても追究する。配慮を要する児童への対応は、校内委員会を中心として関係機関と連携して組織的な対応に努めている。
○地域や保護者は学校に大変協力的であり、地域の人材や環境を活用した様々な教育活動を展開している。<合言葉は「行きたい学校・帰りたい家庭・住みたい地域」>今年度よりコミュニティスクールとして、一層連携を深めている。

大項目 方向性 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
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造
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に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っている。

4

児童アンケート「わたし
は、考えながらものづく
りをしたり、プログラミン
グをしたりすることが好
きです」の質問に対し
「あてはまる」または
「だいたいあてはまる」
と回答した児童の割合
が

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

保護者アンケート「学
校は、キャリア教育や
プログラミング教育な
ど、未来社会に生きる
こどもたちに必要な教
育をしています」の質
問に対し「あてはまる」
または「だいたいあて
はまる」と回答した保護
者の割合が

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：７0％以上80％未満

１：70％未満

※２つの項目の平均を
成果評価とする

４：

4

・おおたの未来づくり科に向けて、各
学年の学習内容を系統立て、キャリ
ア教育年間指導計画を作成するとと
もに、12月末に本校独自の行事「未
来づくりフェスティバル」を行うことに
よって、児童の学習の成果を発表す
る場を設けている。

・教科横断的な学習を意識したカリ
キュラムマネジメントを行い、年間指
導計画を作成して実施している。

・おおたの未来づくり科やその他の学
習において地域の方に協力していた
だき、主体的に学習を進められる場
面を設けている。教師はファシリテー
ターとしての役割を意識し、児童の発
意発想を生かすことができるように話
合いを進めている。

Ａ 10

○教科「おおたの未来づくり」について、北糀谷は町工場も多く
協力を得られていることで、町の特性を生かして活動し、こど
もたちも街に対して愛情がわき、とてもよい取組である。また、
こどもたちの探究心にもつながり、意欲的に学ぶ姿が印象的
だった。
○平成30年度より様々な教育に取り組み、成果を上げている
ことを感じる。
○授業参観、研究発表において教職員の皆さんが、最先端の
教育理念に基づき、実現されていると思う。
○今日学校でのキャリア教育を地域と連携を通じて推進する
ことは、こどもたちの将来だけでなく、地域の発展に寄与する
ものと考える。また、こどもたちの将来の夢や目標をより具体
的に描くことが可能になると思う。

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を図っ
ている。

4

３：

Ｂ 1

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

4

２：

Ｃ 0

④特別活動を要にキャリア教育を推進し、
主体的に考え、他者と協働し、問題解決し
ていく意欲や実践力の育成を図っている。

4

１：

Ｄ 1
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際
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お
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担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

4

児童アンケート「わたし
は英語を使ってALTや
先生、友達と、あいさつ
や歌・ゲームなどをして
コミュニケーションを取
ろうとしています」の質
問に対し「あてはまる」
または「だいたいあて
はまる」と回答した児童
の割合が

４：80％以上

３：70％以上80％未満

２：60％以上70％未満

１：60％未満

４：

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

3

２：

9

○英語カフェがとてもよい取組だと感じた。英語に対して抵抗
感がなくなり学ぶ意欲の向上につながると思う。
○階段などにも英語表記の掲示があってもよいと感じた。
○音楽や放送などで低学年が英語にふれる機会を増やせる
と児童の実感も増えるのではないかと思った。
○他の項目に比べて、やや低めの成果評価をされている。こ
の取組内容は道徳教育、科学教育にも通じることかとも思う。
○地域を知ることも大切であり、大田区のこともより深く学ぶこ
とも大切であると考える。
○小学校の英語教育は、楽しさを通じて語学の基礎を学び、
異文化に対する理解を深めることが重要と考える。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

3

３：

Ｂ 2

Ｃ 0

１：

Ｄ 1

3

・ALTは１年間の中で。低学年に８時
間、中学年に２５時間、高学年に６０
時間配置されている。文化背景の違
う講師のALTと全学年関わることがで
きており、異文化理解が深まってきて
いる。また、本校では、中休みと昼休
みに、ALTが来校するときは英語カ
フェを行っている。ALTとカードゲーム
やクイズなどの活動を通して、英語に
たくさん親しめるようにしている。

・本校では、高学年の１年間の英語
学習のまとめとしてTGGに行ってい
る。異文化理解を深めるとともに、英
語を使ってコミュニケーションを取る
楽しさや達成感を味わうことができる
ようにしている。

Ａ

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

①道徳科を中心とした各教科等での学習な
どを通じて継続的に道徳教育を実施し、豊
かな情操や道徳心の育成を図っている。

4

児童アンケート「わたし
は授業の内容がよくわ
かります」の質問に対
し「あてはまる」または
「だいたいあてはまる」
と回答した児童の割合
が

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

保護者アンケート「学
校は確かな学力をつけ
るために、わかりやすく
指導しています」の質
問に対し「あてはまる」
または「だいたいあて
はまる」と回答した保護
者の割合が

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上８0％未満

１：70％未満

※２つの項目の平均を
成果評価とする

４：

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

4
２：

・道徳授業地区公開講座では、校内
統一テーマで道徳授業を公開したり、
外部講師を招いてテーマに沿った保
護者向けの講演を行うなどして、家庭
と連携して豊かな情操や道徳心の育
成を図っている。今後も多方面から情
報を集め、様々なニーズに対応した
講師の発掘に努めたい。

・低学年は保育園・幼稚園との交流を
行ったり、体育健康教育講座では体
つくりの運動を実践したりと、外部と
の連携を図って知・徳・体の育成に努
めている。また、幼稚園と保育園それ
ぞれと交流をしており、幼保連携をよ
り意識してい活動している。

・体育健康教育講座では、日本コ
オーディネーショントレーニング協会
の方をお招きし、感性・知性の発達を
目的とした運動の仕方を全学年学ん
だ。

・高学年では教科担任制を行い、専
門性を生かした授業を行うことができ
ており、授業の質を高めることができ
ている。また、今年度は中学年でも書
写の授業は専科が行っており、担任
の先生方が授業準備をする時間が
多くとれている。

・６年生は、３学期に薬物乱用防止教
室を行い、命の大切さ、人生を楽しく
過ごすために心がけなければならな
いことなどを学んでいる。その成果も
あり、児童一人一人が日々の生活を
大切にしようとする姿勢は育ってきて
いる。

・６月、１０月に読書週間を設け、図書
委員会による企画や朝読書などを実
施している。

Ａ 11

○高学年の教科担任制は授業の質を高めていると思う。ま
た、中学校への準備の一つにもなっていると思う。こどもたちも
教科により指導者が代わることで、授業に飽きることなく、楽し
みが増えているように感じる。
○読書離れが進んでいるので、年２回の読書週間や図書委員
会による企画はこどもたちにとても大切だと思う。
○これまでの取組をみる限り、充実した内容と言える。
○小学校における道徳教育は大変重要であると考える。友達
を思いやる心や、助け合いの大切さを学ぶことでこどもたちの
成長を支え、将来に向け健全な社会形成に大きな役割を果た
す。
○近年、水泳の授業が減り、泳げないこどもが増えている。区
営プールの活用や実施期間の延長等の工夫を期待する。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

4

３：

Ｂ 1

Ｃ 0

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

3

１：

Ｄ 0
⑤読書活動をキャリア教育に位置付けて推
進し、豊かなこころの育成を図っている。

4

4



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％
未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

3

教職員アンケート「わた
しは、本校でやりがい
をもって働いていま
す。」という質問に対
し、「あてはまる」また
は「だいたいあてはま
る」と回答した教職員
の割合が

４：80％以上

３：70％以上80％未満

２：60％以上70％未満

１：60％未満

タイムシステムによる
超過時間が１か月平均
30 時間以内の教員の
割合が

４：75％以上

３：60％以上75％未満

２：50％以上60％未満

１：50％未満

※２つの項目の平均を
成果評価とする

４：

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

3

２：

11

○教育長を囲む会でも話題になった「若手教員の育成」につ
いて、本校ではOJTなどを行い、教員の質の向上をしているこ
とが感じ取れた。
○研究発表を見ると、教職員の皆さんが、やりがいをもって取
り組んでいることが伝わり、身内意識で誇らしく思った。引き続
き、魅力ある職場であることを願う。
○日々、こどもたちの未来のために全力で教育に献身的な取
組に携わっておられる先生方に心より敬意を表する。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動を
行っている。

4

３：

Ｂ 1

Ｃ 0

１：

Ｄ 0

4

・会議の精選を行い、先生方が教材
研究に励んだり、様々な行事での準
備や連携の時間を取ることができて
いる。また、若手の先生方は、経営会
議の時間を利用して、それぞれ校務
分掌の仕事を行ったり、授業の準備
をしたりしている。

・本校では、年間10回程度のOJT研
修を行っている。主任教諭が中心と
なり、授業や生活、学級活動など、多
岐にわたって若手教諭を指導してい
る。また、教科担任制を高学年では
行っており、体育。社会・理科。外国
語では専門性の高い授業を行うこと
ができている。

Ａ

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

4

児童アンケート「わたし
は学校で安心して過ご
しています」の質問に
対し「あてはまる」また
は「だいたいあてはま
る」と回答した児童の
割合が

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

保護者アンケート「こど
もは、学校で安心して
生活しています」の質
問に対し「あてはまる」
または「だいたいあて
はまる」と回答した保護
者の割合が

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

※２つの項目の平均を
成果評価とする

４：

③スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーとの連携等、児童・生徒・保護者
が相談しやすい環境を整備し、一人ひとり
の能力や可能性を最大限に伸ばすことを意
図した指導や支援を行っている。

4

２：

12

○働いている保護者が多い中で登校支援の一環として迎えに
来ていただけることが大変助かっている。ただ、支援員の負担
が多くなることは心配である。また、別室登校しているこどもに
対しての多少の学習支援を検討いただきたい。
○いじめアンケートは、良くも悪くもこどもたちに浸透しているこ
とを感じる。
○校内における支援体制は、ひと昔前と隔世の感がある。教
員の負担が減ることは喜ばしいことではある。
○インクルーシブ教育を推進するためにも様々な支援員の
方々との情報交換を行い、その様子、結果を伝えていただき
たい。
○児童の個々の状況を深く理解して、心に寄り添う教育を実
践されていることは素晴らしいと思う。温かくきめ細やかな対
応が多くの児童や保護者に希望を与えると期待している。
○いじめのアンケートの内容や不登校の状況、本校の取組の
結果によりどう変化したのか等、具体的な様子を学校運営協
議会等で協議するとよい。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等のた
めの組織的な対応を実施している。

4

３：

Ｂ 0

Ｃ 0

１：

Ｄ 0

4

・登校支援員の方の協力を得たり、
教室には入れないが別室登校できて
いる児童への付き添いをしていたり、
学校全体として児童一人一人が何か
しら関わりをもてるようにしている。

・特別支援コーディネーター、スクー
ルカウンセラー、特別支援専門員な
ど、多くの人、機関と連携して困難の
ある児童の対応にあたることができ
ている。学校評価児童アンケートで
も、先生や学校の誰かに相談できる
という項目については、児童の肯定
的な回答が多かった。

・軽微ないじめを見逃さず、大きない
じめに発展することを未然に防止す
るために、毎月各クラスの「いじめ数
調査」を行っている。

・年間3回の生活指導全体会で、全教
職員間で各クラスの支援や配慮を要
する児童についての情報交換を行
い、学校全体で指導や支援を行う体
制を整えたり、専門的な知識を持った
講師を招聘し、効果的な支援の仕方
を学んだりして指導に生かしている。

Ａ

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

4

保護者アンケート「学
校は、こどもに安全指
導を行い、学校の安全
体制もできています」と
いう質問に対し、「あて
はまる」または「だいた
いあてはまる」と回答し
た保護者の割合が

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２：70％以上80％未満

１：70％未満

４：

２：

12

○外部人材を招くことで、職業のことや社会の仕組みなどを直
接対面で聞くことや体験することで、多くの学びにつながり、思
い出にもなっていると思う。
○地域との連携により、地域社会に根差した学びを得るだけ
でなく、地域全体の協力によって未来を担うこどもたちを育む
環境が実現されていると思う。

③避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携し
ながら進めている。

4

３：

Ｂ 0

Ｃ 0

１：

Ｄ 0

4

・３年生は工場見学やスーパー見
学、４年生や５年生はＩＴ企業との連
携を通したもの作り、６年生は様々な
関係諸機関と連携して外聞人材を活
用した学習を行っている。ＩＣＴ環境を
整えているだけではなく、ＩＣＴを使っ
て積極的に情報を発信したり、世の
中の仕組みを理解したりしようとする
学習活動を多く行うことができてい
る。

・年間を見通し段階を踏まえた避難
訓練を計画し、警察署や消防署など
の外部機関と連携して、児童・教職員
双方の安全意識や、災害時の適切な
行動に対する実践力の向上に勤めて
いる。

Ａ

個

別

目

標

７

学

校

・

家

庭

・

地

域

の

連

携

・

協

働

に

よ

る

地

域

コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ
の

核

と

し

て

の

学

校

を

つ

く

り

ま

す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

保護者アンケート「学
校は、地域・社会の教
育力をこどもたちの教
育活動(授業や夏のわ
くわくスクール等)に生
かしています」という質
問に対し、「あてはま
る」または「だいたいあ
てはまる」と回答した保
護者の割合が

４：90％以上

３：80％以上90％未満

２: 70％以上80％未満

１：70％未満

４：

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

4

２：

12

○夏のわくわくスクールの開催に感謝します。猛暑の中でも開
催できるような講座はの設定や外部の方を招いての講座、夏
以外の時期を変えての対応等、こどもたちの経験になってい
る。
○北糀谷小が地域コミュニティの核となっていることを実感し
ている。教職員が夏のわくわくスクールの講座を休業中にもか
かわらず開設することにより、児童も教職員の違う一面を知る
ことにでより信頼関係が築けると思っている。
○わくわくスクールは、こどもたちの「学びたい」「もっと知りた
い」と興味や関心を得ることができる取組と思う。また、地域社
会とのつながりを体現できる。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

4

３：

Ｂ 0

Ｃ 0

１：

Ｄ 0

4

・教職員が夏季休業中のわくわくス
クールをたくさん行い、多くの講座を
開設している。また、それに伴い、地
域の方の協力も得て、一緒に活動し
たり、独自の講座を設けていただいた
りしており、児童にとってたくさんの経
験や体験ができる機会を提供できて
いる。

・わくわくスクールを夏季休業中だけ
ではなく、秋や冬にも季節に合わせ
た行事を開催していただいたり、学校
の行事には多くの地域の方をお招き
して参加してもらったりするなど、積
極的に交流を行うことができている。

・日々の帰りの会などでの声掛けや
毎月の安全指導の際、交通安全につ
いて指導するだけでなく、避難訓練で
集団下校を行い、教職員が通学路の
安全を確かめるとともに、登下校時の
具体的な安全について指導を行って
いる。

Ａ

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。


